
戸畑を歩いて考える、

あなたはまちをどうしたいですか？

〜戸畑の人の想いに触れる旅の提案〜

i-Design 地域創生実践演習

龍英俊・杉野加壽子・溝口孝夫・田中正
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１ 活動概要 ⇒活動中、LINEとメールで効率的に情報交換

①フットパスの勉強

⇒ ウォーキングと何処が違う? フットパスに参加（行橋、中津）

② フットパスの目的地を戸畑に選定

③ 戸畑の概要（歴史、特徴、課題）勉強、コースや立ち寄り先決め

・ グループで3回＋各自・数回、町歩き実施
・ 戸畑の商店街の現状、衰退の原因など調査
・ 活動の目的再確認

④ 活動の成果として、戸畑のフットパスを2/17実施予定 



２ 活動の目的

工場・社宅の街⇒ 豊かな文教都市

・工場移動による人口減少
・駅前にイオン、ウェルとばた

・商店街への客減少 など

「変わりゆく戸畑」を見て

「街への愛着」の低い人
→街の良さ、環境
頑張っている人
を知らない人

街を歩き、
頑張っている人に触れる

当初の目的 ⇒ 性善説の化学反応を期待

「街の良さ・課題」を
再認識し、改善活動
への参加を期待

・あなたの住む街は？
・課題を探し、改善意識を
持って行動しませんか？

→具体的な呼びかけ

目的の変化



３ 戸畑を選んだ理由

①歴史があり、
住みやすい文教都市

②コンパクトな街！
（公共施設・公園・文化、
スポーツ施設）

③日本の人口減少の課
題を体現化している街

④故郷への回想・愛着

・

企業城下町（旧八幡製
鉄）から時代とともに
変化を遂げている街



4 戸畑の歴史・特徴

・

〈戸畑の近現代史〉

１８９９年（明治３２年） 町制施行 戸畑村 戸畑町

１９０８年（明治４１年） 鉄道（鹿児島本線）が戸畑経由

１９２１年（大正１０年） 八幡製鉄所が戸畑に進出

１９２４年（大正１３年） 市制制度 戸畑町 戸畑市

１９６３年（昭和３８年） ５市が合併 北九州市誕生 戸畑区

１９９９年（平成１１年） 戸畑駅前再開発→イオン戸畑SC開業

・面積：１６．６１ｋｍ２ (東西：４．１ｋｍ 北：５．４km)

・人口：５５，７０３人 （２０２３年１０月１日現在）

〈名所/旧跡/観光スポット〉

・若戸大橋
・西日本工業俱楽部
・戸畑祇園 提灯大山笠
・夜宮の大珪化木（天然記念物）
 ・飛幡神社/菅原神社



４ 戸畑の特徴・歴史

北九州市の中で人口減少が最も早い！
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人口推移

日本 北九州 戸畑 天神

戸畑

〈戸畑の特徴〉

・人口減少は６０年前（１９６０年代）
→〈居住地の郊外化〉〈企業の撤退〉
・１１万人→5.5万人 （人口は半減）
・60年前 戸畑の人口密度は日本で５番目の
超過密都市

・企業の撤退により〈工業地域〉→〈文教地域〉
変貌中
・特に注目されるものはないが
→〈穏やかな住みやすい町〉



５ フットパスコース紹介

戸畑駅

ひびき高校

いぬまる商店

想 あしあと

ジムラボ

旧松本邸

飛幡八幡宮

ヨイトサ広場

天神商店街



６ 戸畑で頑張っている店

戸畑音頭本舗まつ屋犬丸カフェ犬丸荘 バンキッシュ



７ 戸畑の神社

【飛幡八幡宮】
建創：建久年間（１１９０～１１９９年）
社格：県社・別表神社
主祭神：応神天皇
主な祭事：戸畑祇園大山笠行事（重要無形民俗文化財）
享和２年（１８０２年）戸畑村内にて疫病が蔓延し
飛幡八幡宮の須佐之男命に平癒を祈願した所終息
したため、翌年（１８０３年）から始められた祭り

【菅原神社】
菅原道真の立ち寄った地の神社

金比羅神社】
戸畑の最高峰（１２６m）金比羅山に鎮座する神社

【中原八幡宮】
江 戸 初 期 （ １ ５ ２ ７ 年 ） 中 原 村 の 鎮 守 様

【お手洗いの池】
道真公が使われたとして創建された神社

【恵比須神社】
飛幡の浦に住み着いた平家残党が勧請した神社



８ 戸畑の商店街の衰退と変貌
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◯地方都市の商店街 衰退・シャッター通り
【衰退の背景】
➀大型店の出店規制緩和と郊外化
②地方経済全体の停滞
③商店街自体の問題

◯フットパスルートにある商店街
・天神商店街 徒歩圏の商店街（近所の人）
・中本町商店街 中心市街地の商店街（繁華街）
→共に衰退・シャッター通り

◯衰退の影響
・天神商店街  →〈町中の買い物弱者〉
・中本町商店街 →〈街中の空洞化〉

◯商店街の変貌（買い物場所の変化）
・天神商店街 → スーパー、コンビニ

・中本町商店街 → 大型ショッピングセンター
戸畑の商店街数の急減



９ 天神商店街の歩みと意義

・戦後の昭和の時代が最盛期 100店舗
・天神商店街の小冊子（1999年発行）
→当時の様子

・小冊子に記載されている商店街数は90店舗
→まだ活気に溢れる商店街

◯現状 〈１００店舗〉 〈２０店舗以下〉
商店街のある店主の話
・多くは開店休業状態
・店主の高齢化と後継者問題
・規制緩和で、商売継続困難
・この店主も近いうちに店仕舞

 
◯住宅地商店街衰退の影響

・商店街のシャッター街化（衰退・変貌）
→徒歩生活圏の高齢者や自動車を持たない人
→買い物弱者・買い物難民
→失われる地域の元気とつながり

〈天神商店街が目指した店作り〉 １９
９９年行の小冊子より抜粋  

〈高齢者にやさしく、地域に貢献できる商店街・店つくり〉
〈この地域になくてはならない商店街・店つくり〉 

地域再生〈街と町〉新たな仕組みづくり



10 感想

歩くたびに気づ
く高まる街への
愛着

ふるさと再発見
のフットパス

住みやすさを感
じる街、住みた
くなる街

すべてが程よく
揃う街
終の住処に！



告知
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